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力
作

募
集
中

徳
本
念
仏
塔

平
木
を
歩
く

匝瑳

探訪
113

平
木
・
山
里
集
落
に
あ
る
徳
本
念
仏
塔

　

路
傍
や
墓
地
な
ど
に
あ
る
石
仏

や
石
塔
に
刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
い

ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
平
木
・
山
里
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
つ
場
所
は
、

か
つ
て
円
蔵
寺
（
廃
寺
）
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
に
隣
接
す
る
路
傍
の

石
塔
の
中
に
、
自
然
石
に
「
南
無

阿
弥
陀
仏　

徳
本
」
と
刻
ま
れ
た

も
の
が
あ
り
、
徳
本
念
仏
塔
、
徳

本
名
号
塔
、
徳
本
供
養
塔
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

徳
本
に
つ
い
て
は
『
浄
土
宗
大

辞
典
』
な
ど
に
よ
る
と
、
１
７
５

８
年
に
現
在
の
和
歌
山
県
で
生
ま

れ
、
浄
土
宗
の
僧
侶
と
し
て
近

畿
・
北
陸
・
信
州
・
関
東
な
ど
で

広
く
布
教
活
動
を
行
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
活
動
し
た
村
々
に
は
、

念
仏
講
中
に
よ
り
特
徴
あ
る
独
特

の
書
体
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」（
六

字
名
号
）
が
刻
ま
れ
た
石
塔
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
八
日
市
場
市
域
で
は
、
４
基

の
徳
本
念
仏
塔
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
調
査
当
時
、
徳
本
の
行
動

や
石
塔
の
造
立
経
緯
に
つ
い
て
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
14

年
刊
行
の
『
千
葉
県
の
歴
史　

別

巻　

民
俗
２
（
各
論
）』
に
銚
子
で

の
活
動
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。　　
　
　

　

１
８
１
４
年
徳
本
は
江
戸
に
出

て
、
小
石
川
伝
通
院
に
在
住
し
て

い
た
１
８
１
６
年
に

小
見
川
（
香
取
市
）

の
寺
の
招
き
で
下
総

国
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
求
め
に
応

じ
て
13
の
寺
や
信
者

に
名
号
を
与
え
た
中

に
「
吉
崎
村
」
も
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
銚
子
に
も

招
か
れ
千
人
塚
で
念

仏
回
向
を
行
い
ま
し
た
。
同
年
４

月
21
日
に
銚
子
を
た
ち
飯
岡
村
、

網
戸
村
（
と
も
に
旭
市
）、
東
小
笹

村
、
吉
崎
村
（
と
も
に
共
興
地
区
）

を
通
り
、
野
手
・
龍
蔵
院
（
野
田

地
区
）
で
休
ん
だ
後
、
そ
の
日
の

う
ち
に
木
戸
・
光
泉
寺
（
橫
芝
光

町
）
に
着
き
ま
し
た
。
同
寺
で
の

活
動
に
は
上
総
国
、
安
房
国
な
ど

か
ら
も
信
者
が
集
ま
っ
た
と
さ
れ

ま
す
。
木
戸
か
ら
鏑
木
・
光
明
寺

（
旭
市
）
に
向
か
う
途
中
、
八
日

市
場
・
西
光
庵
（
中
央
地
区
下
出

羽
区
の
会
所
）
に
立
ち
寄
り
、
こ

こ
に
も
多
く
が
詰
め
か
け
た
と
い

い
ま
す
。

　

徳
本
は
下
総
巡
歴
を
終
え
江
戸

に
戻
っ
て
程
な
く
し
て
、
１
８
１

８
年
10
月
６
日
に
61
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。　　

　

市
域
に
残
る
４
基
の
念
仏
塔
の

う
ち
「
春
海
村
元
組
講
中
」
の
塔

は
同
年
３
月
、
東
谷
・
安
養
寺
境

内
の
塔
は
命
日
の
、
吉
崎
の
塔
は

翌
年
３
月
の
年
号
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

平
木
・
山
里
集
落
路
傍
の
塔
は
、

や
や
遅
れ
て
１
８
２
２
年
11
月
の

造
立
で
、
市
域
で
の
徳
本
の
足
跡

を
伝
え
て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）
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推
薦
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城
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推
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口　

城
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推
薦

の
し
か
か
る
空
の
重
た
し
油
照 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

手
花
火
を
親
子
三
代
囲
み
を
り 

八
日
市
場
ロ　

高
安
せ
い
子

一
瞬
の
沈
黙
の
あ
り
虫
時
雨 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

草
の
蔓
よ
る
べ
を
さ
が
す
残
暑
か
な 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

ふ
り
返
る
今
日
よ
り
八
十
路
白
芙
蓉 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

蜩
の
空
の
ひ
と
隅
ま
だ
昏
れ
ず 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

里
山
の
残
照
集
め
散
る
公
孫
樹 

春　

海　
　
　

八
角　

宗
林

帰
る
子
に
完
熟
南
瓜
は
半
分
こ 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

夏
の
夜
す
っ
ぴ
ん
の
ま
ま
人
と
会
う 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

秋
思
満
つ
介
護
病
棟
午
後
三
時 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

貸
す
方
も
取
れ
ず
に
困
る
サ
ラ
金
苦 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

早
口
の
カ
タ
カ
ナ
語
に
は
音
を
上
げ
る 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

倒
伏
の
稲
は
困
っ
て
鎌
で
刈
り 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

ス
ー
パ
ー
に
行
く
た
び
上
が
る
物
価
高 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

成
り
行
き
の
安
請
け
合
い
で
困
り
果
て 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

奏
で
る
は
歯
と
歯
を
通
る
隙
間
風 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

愛
犬
の
遊
び
相
手
の
バ
ッ
タ
逝
く 

春　

海　
　
　

八
角　

宗
林

噴
火
す
る
山
へ
大
雨
土
砂
崩
れ 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

ガ
ラ
ス
戸
が
隔
て
る
野
良
と
家
の
猫 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津

み
ょ
う
ご
う
と
う

と
く
ほ
ん

ろ
ぼ
う

え

こ
う

も
と
ぐ
み
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